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会 議 録 

  

会 議 名 令和５年度 第１回東松山市教育振興基本計画審議会 

開 催 日 時 令和５年７月５日（水） 
開会 午前１０時００分 

閉会 午後 ０時１０分 

開 催 場 所 総合会館 ３階 ３０４会議室 

会 議 次 第 

１ 開会 
２ 委嘱状交付 
３ 挨拶 
４ 会長選出 
５ 教育委員会の事務に関する点検評価報告書（案）の諮問 
６ 議事 
 （１）教育委員会の事務に関する点検評価報告書（案）について 
 （２）その他 
７ 閉会 

公開・非公開の別 公開 傍 聴 者 数     ０人 
非公開の理由 

（非公開の場合） 
 

委員出欠状況 

会 長 小 出  高 義 出 委 員 関 口 房 雄 出 

委 員 鈴 木  寿 出 委 員 荒 井  豊 出 

委 員 梶 田  英 司 出 委 員 小 川  徹 出 

委 員 池 永 和 美 出 委 員 椎 名 和 昭 出 

委 員 岩 本  教 裕 出  

事 務 局 

教   育   長  吉 澤  勲 スポーツ課長  山 口  勉 

学校教育部長  小 林  強 子育て支援課長  大 石 和 夫 

生涯学習部長  柳 沢 知 孝 保 育 課 長  阿 部 康 裕 

子ども家庭部長  神 庭 法 子 市立図書館長  厚 木 秀 夫 

生涯学習部次長  田 島 信 子 埋蔵文化財センター所長  佐 藤 幸 恵 

子ども家庭部次長  田 島 裕 之 きらめき市民大学事務局長  小関 一史 

教育総務課長  橋 本 光 能 学校給食センター所長  須 澤  理 

学校教育課長  久保田慶一 教育総務課副課長  千代田章男 

生涯学習課長  上  敏 文 教育総務課主査  大曽根優樹 

様式第３号（第８号関係） 
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次  第 顛       末 
１ 開会 

 
２ 委嘱状交付 
 
３ 挨拶 
 
４ 会長の選出 

 
 
５ 教育委員会の

事務に関する点検

評価報告書(案)の
諮問 
 
６ 議事 

教育総務課長 
 
 

小出会長 
 
 
 
 
 
 

委員 
 

小出会長 
 
 
 
教育総務課副課長 
 
（１）教育委員会

の事務に関する点

検評価報告書（案）

について 

（事務局開会宣言） 

 

（委嘱状交付） 

 

（教育長挨拶） 

 

（小出委員選出） 
（小出会長挨拶） 

 
 
 
 

（教育長から小出会長に諮問書の手交） 
 
 
それでは、議事に移ります。審議会条例第６条第１項の規定によ

りまして、小出会長に議長として議事の進行をお願いいたします。 
 
それでは、皆様のご協力の下、議事が円滑に進みますようお願い

いたします。議題に入る前に、会議録の署名委員を指名いたします。

今回は鈴木委員と梶田委員にお願いたします。続きまして、会議の

公開についてお諮りします。本日の会議の案件には非公開とする事

項は含まれていないと思われますが、公開ということでよろしいで

しょうか。 
 
（はいとの声あり） 
 
それでは、本日の会議は公開といたします。また会議録も後日公

開することといたします。事務局にお尋ねしますが、本日の会議の

傍聴希望者はいらっしゃいますか。 
 
傍聴希望者はおりません。 
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小出会長 
 
 
 
教育総務課副課長 
 

 
小出会長 

 
 

鈴木委員 
 
 

 
学校教育課長 

 
 
 

鈴木委員 
 
 
 
 

学校教育課長 
 
 
 

小出会長 
 

学校教育課長 
 
 

椎名委員 
 
 

学校教育課長 
 

 

それでは、ただ今から議事に入ります。 
まず議題（１）の「教育委員会の事務に関する点検評価報告書（案）

について」、事務局より説明をお願いします。 
 
（点検評価の概要、報告書の構成等について説明） 
（各評価調書について説明） 
 
ただ今説明のあった、各基本目標について、ご意見やご提言など

ございましたらお願いいたします。 
 
 ８頁に記載がある「すにいかあ職員」は教員の働き方改革にも大

いに貢献するもので、全校に適切に配置されるのが望ましいと思い

ますが、令和４年度の配置状況を教えてください。 
 
年度の途中で職員の出入りはありましたが、令和４年度当初に週

５日配置でなかった学校の状況としては、配置がない学校が１校、

週２日配置の学校が３校ありました。 
 
活用状況によっては学力の向上にもつながることだと思います。

現在は教員免許所有者に限定しているため人員が集まらないという

こともあると思いますので、免許の条件をなくすなど制度の見直し

も必要だと感じています。 
 
「すにいかあ職員」は少人数教育に対応するために配置している

ので、一定の教育水準を確保するという意味でも、現時点では制度

の見直しは考えておりません。 
 
「すにいかあ職員」について説明してください。 
 
小学校における少人数教育やティーム・ティーチングを実践する

ために配置している職員です。 
 
１３頁で指標となっている新体力テストの平均値ですが、全国的

に平均値は低下しているのですか。 
 
全国的な傾向として、小学生から高齢者に至るまで、新型コロナ

ウイルス感染症の影響で外出や運動の機会が減少したこともあり、

２０１９年度比で平均値は低下しています。 
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梶田委員 
 
 
 
 
 

学校教育課長 
 
 
 
 

小出会長 
 
 
 
 

梶田委員 
 
 

学校教育課長 
 

小川委員 
 
 
 
 

学校教育課長 
 
 

小川委員 
 
 
 

 
 
 
 
 

 １１頁の指標では令和７年度までの５か年計画で最終の目標値を

１００％に設定していると思いますが、令和３年度、４年度ともに

目標値を下回っている結果を見ると、令和７年度まで同じ指標が続

くのはいかがかなと感じます。令和３年度の達成率はどうだったの

ですか。 
 
 令和３年度も達成率はＣでございました。「規律ある態度」につい

ては新型コロナウイルス感染症の影響を受けていることもあり、今

後、以前の生活に戻っていく中での推移を見ていきたいと考えてい

ます。 
 
 規律ある態度を取れる児童・生徒になってほしいという願いも込

められた指標ということですね。それでは、１５頁までの取組につ

いては、これまでの取組を引き続き推進してほしいという意見でま

とめたいと思います。 
 
 １８、１９頁に記載のある不登校の定義は文部科学省が示してい

る定義と同じものですか。 
 
 そのとおりです。 
 
 学校の様子を見ていて、不登校児童生徒は非常に多い実感があり

ますが、一度でも登校した児童生徒を部分復帰としてしまうと実態

と異なってしまうと思いますが、１８頁の部分復帰とはどのような

ものですか。 
 

６８頁の用語解説に記載されているとおり、状態が改善された児

童生徒を部分復帰としています。 
 
 学び方も多様化してきており、フリースクールやタブレット端末

で授業を受けることでも出席扱いとなるのであれば、学校に行かな

い児童生徒は増えてしまうと思います。そうなった場合に、教職員

が少ない中で適切にフォローやケアができるのか不安に思います。

学力の低下にもつながることだと思います。 
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池永委員 
 
 
 

学校教育課長 
 
 

 
 
 
 

鈴木委員 
 
 
 
 

梶田委員 
 
 
 
 
 

岩本委員 
 
 
 
 
 
 
 

小出会長 
 
 
 
 
 
 
 

 いじめ問題対策連絡協議会の構成と取組内容を教えてください。

また、１９頁には不登校児童生徒の復帰率がありますが、どのくら

いの数、不登校児童生徒がどのくらいいるか実態を教えてください。 
 
 いじめ問題対策連絡協議会は、学校の教員や教育委員会の指導主

事、児童相談所や法務局、警察の職員、有識者で構成されており、

事例や情報を共有し、各現場での活動につなげる取組を行っていま

す。 
 不登校の実態ですが、令和４年度は小学校で４８名、中学校で１

０８名となっています。 
 
 松山第一小学校の実態としては、令和５年度は複数の学年に不登

校（不登校傾向）の児童がおります。要因としては、病気不安や友

人関係の不安などがあります。学校としては家庭との関係を切らず

に連携・対応している状況です。 
 
 松山中学校でも傾向は同じですが、６月末時点で３０日以上欠席

が続いている生徒は４８３名中２４名で、全体の４．９７％です。

２、３年生に多く見られ、１年生にも１名おりますが、小学校から

不登校が続いている生徒で、新規に不登校が発生している状況では

ありません。 
 
 市の川小学校では完全に不登校となっている児童は２名で、休み

始めてしまったり、たまに登校できたりする児童が数名いる状況で

す。要因としては、学校に来ることに不安があったり、母子分離不

安、親の考え方の影響による担任不信など精神的な面が大きく関係

したりしています。保健室や相談室に登校してから教室に移動する

児童も発生しています。学校と家庭が密に連携する必要があるが、

人手が足らず十分な対応ができているとは言い難い状況です。 
 
 学校と家庭がつながっていてほしいと考える保護者もいれば、家

庭の問題で家にいるのが難しい子もいるなど、要因が多様化してい

ると考えられます。学校の教育だけでは解決できない問題を抱えて

いる子もいると感じますが、声掛けを継続するなど、様々な角度か

らの取組や相談窓口を活用するなど対応を続けてほしいと思いま

す。 
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椎名委員 
 
 
 
 
 

鈴木委員 
 
 
 
 
 

椎名委員 
 
 
 
 
 

小川委員 
 

子育て支援課長 
 
 
 

梶田委員 
 
 
 

小出会長 
 
 

池永委員 
 
 

保育課長 
 
 
 

 朝登校させても途中で帰ってきてしまう子や外出できなくなった

子、精神的な不安で薬を服用している子など様々いる中で、どうし

たら解決できるか悩んでいる保護者も多いです。子供も自分の状況

をうまく伝えられず、伝えることを諦めてしまう状況もあると聞い

ています。 
 
 ２０、２１頁の評価は妥当であると感じていますが、桜山小学校

と白山中学校以外の小中学校の連携は各学校に任されているのが現

状だと思います。教育委員会事務局で音頭をとり、スクールカウン

セラーや学校運営協議会のメンバーを共通にするなど、情報共有の

仕組みを作ることで連携が進むと思います。 
 
 ２２頁の施設整備に関連して、見守り隊をしている方が昨年８月

に学校のトイレの水が流れ放しになっているのを発見し、教育委員

会に連絡をしたが、「学校が休みなので対応が取れない。」と言われ、

自分で応急処置をしたと言っていた。学校は休みでも業者は対応で

きると思うので、誠実に対応をしてほしい。 
 
 ２７頁の「こども家庭センター」はどのようなものでしょうか。 
 
 児童福祉と母子保健が連携して相談や支援を行うものですが、国

のガイドラインが示され次第、それに基づいて対応内容などを決め

ていく予定です。 
 
 学校運営協議会は近くの小中学校合同で１つの組織としてもよい

場合があるのではないでしょうか。社会教育分野も含め指導や助言、

サポートできる体制をとることで機能的になると思います。 
 
 既存の枠組みに捉われることなく検討をしてほしいということで

すね。 
 
 ２６頁の放課後児童クラブについて、入りたくても入れないとい

う声をよく聞きます。定員の現状と今後の予定を教えてください。 
 
 令和５年度は待機児童が４０名以上おります。今年度民間の放課

後児童クラブの建設が予定されておりますので、引き続き官民連携

しながら待機児童解消に向けて取り組んでまいります。 
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池永委員 
 
 
 

小出会長 
 
 

梶田委員 
 
 

市立図書館長 
 
 
 

梶田委員 
 
 
 

小出会長 
 
 
 
 
 
 

小川委員 
 
 
 
 

小出会長 
 
 
 

岩本委員 
 
 
 

 家庭での教育が大切ではあるが、家庭の教育力が低下している現

状もあり、教員の負担が増えていると思いますが、子供の居場所を

作るという面でも頑張ってほしいと思います。 
 
 コロナ禍で両親ともに働きに出なければならなくなった家庭では

子供のケアが心配になっていると思います。 
 
 ３４，３５頁のビブリオバトルですが、令和５年度も実施予定で

しょうか。市内中学校にも案内をされているということでしょうか。 
 
 令和４年度は松山女子高校、東京農業大学第三高等学校に協力を

いただき実施しましたが、今年度は松山高校にも協力をいただき開

催する予定です。中学校にも案内をしていきます。 
 
 児童生徒には１人１台タブレット端末が配布されており、オンラ

インでの参加もできると思いますので、可能性を広げて検討できる

のではないでしょうか。 
 
 ３６頁に関連して、大東文化大学としても地域貢献によって生き

残りを図っているので様々な連携を検討していきたいと思っていま

す。子供だけではなく、親子や家族で「いつでも・どこでも・誰と

でも」スポーツに親しめる街になるとよいと思います。文化的行事

と絡めたウォーキングイベントやゆっくり歩きながら地域を感じて

もらうイベントができるとよいと思います。 
 
 ３８頁のスリーデーマーチに関して、市のＰＴＡ連合会もボラン

ティアで参加しています。毎年８月の主催者との会議でも話してい

ますが、何年もボランティアの扱いについて保護者側の意見をもう

少し聞いてほしいと思います。 
 
 誰のためのイベントなのか、関わってくれる人に気持ちよく従事

してもらえるよう、みんなで意見を出し合って取り組んでほしいと

思います。 
 
 ４５頁の指標の結果の分析で「小中学校から依頼がなかったこと

もあり」とあるが、どういう内容で実施してもらえるのか、また、

どういったＰＲをしているのか教えてください。 
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埋蔵文化財センター所長 
 
 
 
 

小出会長 
 
 
 

小出会長 
 

小出会長 
 
 

教育総務課長 
 

小出会長 
 
 
 
 
 
 

教育総務課長 
 

 
７ 閉会 
 
 
 

 新型コロナウイルス感染症の拡大以前は小学校高学年や中学生向

けに出前講座として実際に土器を持って行き講演をしていました。

現在、実施体制が整っていないことから積極的にＰＲはしていない

状況です。 
 
 文化は伝承するだけでなく、創造していくことも大切だと思いま

す。文化財に触れることで新しく創造することにもつながると思い

ますので、是非実施方法を検討してください。 
 

以上で議題（１）についての審議を終了といたします。 

 

続きまして、（２）「その他」について議題とします。事務局より

何かございますか。 

 

（追加意見の募集と次回の日程等について説明） 

 

それでは、次回もよろしくお願いいたします。その他につきまし

て、委員の皆様からは何かございますか。ないようですので、以上

で、本日の案件につきましては審議を終了させていただきます。委

員の皆様には、慎重にご審議をいただきまして誠にありがとうござ

いました。これをもちまして議長の任を解かせていただきます。 

ご協力ありがとうございました。 

 

長時間にわたりまして、丁寧にご審議をいただきありがとうござ

いました。 

 

（事務局閉会宣言）  

 上記会議の顛末を記載した内容について、相違ないことを証します。 
 
 令和５年 ７月１９日     署名委員      鈴木 寿       
 

署名委員      梶田 英司      


